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　微量天然物の構造決定は、歴史的に材料の確保と精製に費やす労力、時間、経費との戦いであったが、最近の機器分析の進歩によって構造決定に必要な試料量は急速に低減してきている。特に、ＮＭＲにおける高磁場磁石の出現や低温検出器による感度の向上、さらには質量分析における技術革新などによって、試料確保と構造解析の両面において研究期間が飛躍的に短縮できるようになった。
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